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豊かな教育環境整備をめざして

　　　　大平小学校用地整備進む
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新
校
舎
で
　
大
平
小
学
校

　
月
二
十
八
日
に
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

　
れ
ま
し
た
。

　
　
昭
和
六
十
三
年
四
月
の
移
転
に
む

　
か
っ
て
用
地
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で

　
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
学
校
用
地
は
、
二
〇
バ
ニ
五
平
方

　
メ
ー
ト
ル
で
現
在
の
大
平
小
学
校
の

　
約
三
倍
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階

　
建
て
、
普
通
教
室
八
室
、
理
科
室
、

　
図
画
工
作
教
室
、
音
楽
教
室
、
家
庭

　
科
教
室
、
視
聴
覚
教
室
な
ど
の
ほ
か

　
普
通
教
室
に
は
、
談
話
な
ど
自
由
に

　
利
用
で
き
る
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
が
設

蟹
甘
り
れ
て
い
晃
夏
自
然
の

難
暴
嘗
攣
毒
環

　
笛
　
来
年
三
月
末
の
完
成
を
め
ざ
し
こ
れ

　
か
ら
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ

　
群
　
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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東
中
体
育
館
建
築
　
　
歌
詞
は
次
の
条
件
に
合
っ
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
い
た
し
ま
す
。

六
十
三
年
四
月
開
校
を
め
ざ
し
、
　
0
新
し
い
中
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
内

用
地
の
整
備
、
校
舎
の
新
築
が
進
め
　
　
容
の
も
の

ら
れ
て
き
た
東
中
学
校
の
校
舎
も
完
②
歌
詞
は
↓
番
か
ら
三
番
以
内

成
し
、
体
育
館
の
建
築
を
残
す
だ
け
0
行
進
曲
と
し
て
も
可
能
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
入
選
作
品
の
版
権
は
白
石
市
教
育

来
年
の
三
月
完
成
を
め
ざ
し
、
工
委
員
会
に
帰
属
し
、
入
選
者
に
は
薄

事
費
一
億
九
干
九
百
七
十
九
万
円
で
謝
を
呈
し
ま
す
。

建
築
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
　
▼
応
募
期
限

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
十
二
年
九
月
三
十
日

東
中
校
歌
募
集
中
　
詳
し
く
嫉
白
石
市
警
委
員
会
総

　
　
　
　
　
　
　
務
係
智
二
五
ー
二
一
］
一
内
線
四
一

現
在
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
東
五
ま
で
。

中
学
校
の
校
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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八
月
十
二
日
か
ら
行
わ
れ
た
夏
ま
つ

り
が
、
十
五
日
の
花
火
大
会
を
も
っ

て
無
事
完
了
し
ま
し
た
。

　
駅
前
盆
踊
り
大
会
、
県
警
音
楽
隊

の
納
涼
コ
ン
サ
ー
ト
、
円
高
差
益
還

元
の
た
め
各
国
の
日
用
品
や
食
料
品

を
割
安
で
販
売
し
た
輸
入
品
バ
ザ
ー

ル
・
イ
ン
・
自
石
、
商
工
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
な
ど
連
日
盛
況
を
み
せ
ま
し

た
。
十
四
日
の
京
舞
妓
、
観
光
コ
ン

パ
ニ
オ
ン
、
札
幌
の
ミ
ス
白
石
を
先

頭
に
し
た
臼
石
音
頭
パ
レ
ー
ド
に
は

二
十
二
団
体
、
約
千
人
が
参
加
し
、

思
い
思
い
の
振
り
付
け
に
よ
り
、
威

勢
よ
く
、
あ
る
い
は
華
麗
に
踊
ら
れ

ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
の
最
後
方
に
は

伊
達
政
宗
の
騎
馬
像
が
続
き
、
市
民

∫鵬’r

、

－
冒
宰

の
目
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

　
十
五
日
に
は
、
白
石
川
緑
地
公
園

で
の
花
火
大
会
。
華
美
な
ス
タ
ー
マ

イ
ン
や
打
ち
上
げ
花
火
に
盛
ん
に
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
白
石
音
頭
パ
レ
ー
ド
入
賞
一
覧

◎
子
ど
も
の
部
　
　
（
敬
称
略
）

　
優
勝
緑
が
丘
子
ど
も
会

　
準
優
勝
　
新
郡
山
子
ど
も
会

◎
大
入
の
部
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
優
　
勝
　
簡
易
保
険
白
石
保
養
所

　
準
優
勝
　
東
北
電
力
㈱
自
石
㈲

　
ア
f
デ
ア
賞

　
　
　
　
　
仙
南
信
用
金
庫

　
功
労
賞
　
㈱
ト
ー
キ
ン
臼
石

　
ユ
ー
モ
ア
賞

　
　
　
　
　
東
北
日
通
工
㈱

繍
鞭
腕
㌦
鍔
卜
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白
石
市
交
通
安
全
。

　
　
防
犯
推
進
市
民
大
会
開
か
る

　
去
る
八
月
十
三
日
、
午
後
三
時
三

〇
分
か
ら
市
役
所
前
に
お
い
て
交
通

安
全
・
防
犯
推
進
市
民
大
会
が
開
か
れ
、

市
内
小
学
生
の
交
通
安
全
・
防
犯
推

進
作
文
の
上
位
入
賞
者
の
表
彰
の
後

最
優
秀
作
品
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
宣
言
の
決
議
の
後
、
駅
前
ま
で

ベ
レ
ー
ド
を
し
、
市
民
に
交
通
安
全

と
防
犯
の
推
進
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
駅
前
の
納
涼
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
き
び
き
び
し
た

踊
り
な
ど
に
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　
交
通
安
全
・
防
犯
作
文
入
賞
者

◎
交
通
安
全
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
深
谷
小
六
年
）

最
優
秀

優
　
秀

　
同

　
同

　
同

佐
藤
共
実

古
山
香
織
（
深
谷
小
五
年
）

熊
谷
　
篤
　
（
越
河
小
四
年
）

大
沼
い
づ
み
（
越
河
小
五
年
）

佐
藤
知
子
（
三
住
分
校
六
年
）

◎
防
犯
の
部

最
優
秀
　
矢
久
保
涼
子
（
深
谷
小
六
年
）

優
　
秀
　
佐
藤
紀
子
　
（
深
谷
小
四
年
）

　
同
　
　
高
橋
美
花
（
三
住
分
校
六
年
）
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水
撹
廻
縄
金
十
月
分
よ
り
一
改
定

水
道
料
金
と
水
道
加
入
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
定
に
つ
い
て

　
水
道
は
、
市
民
が
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
営
む
た
め
に
大
切
な
施
設

で
あ
り
、
つ
ね
に
き
れ
い
な
水
の
安

定
供
給
が
要
求
き
れ
て
い
ま
す
。

　
自
石
市
の
水
道
に
は
、
自
石
川
の

水
道
料
金
表

伏
流
水
（
地
下
水
）
を
日
量
一
万
ト
ン

取
水
し
て
い
る
ほ
か
に
、
三
住
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
あ
か
が
ね
ざ
わ

び
ニ
ツ
森
（
通
称
赤
銅
沢
）
の
湧
水

七
千
ト
ン
を
取
水
し
て
、
み
な
さ
ん

の
ご
家
庭
や
会
社
等
に
給
水
し
て
お

り
ま
す
が
、
白
石
川
の
伏
流
水
取
水

■、，

に
つ
い
て
は
施
設
の
老
朽
化
と
水
利

権
の
関
係
か
ら
現
状
通
り
の
取
水
が

将
来
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
幸
い
　
七
ヶ
宿
ダ
ム
を
水
源
と
す

る
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
か
ら
の
受

水
に
よ
り
、
安
定
し
た
給
水
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
所
で
は
、
広
域
水
道
か

ら
の
受
水
に
対
応
す
る
た
め
、
鷹
巣

基
本
料
金
二
月
に
つ
き
）

水
量
料
金
（
一
月
一
立
方
メ
ー
ト
ル
に
？
芭

地
区
に
配
水
タ
ン
ケ
を
造
る
の
を
は

じ
め
、
未
給
水
地
域
に
水
道
管
を
布

設
、
給
水
す
る
ほ
か
、
老
朽
施
設
の
改

良
等
を
本
年
度
か
ら
四
か
年
計
画
で

実
施
し
ま
す
。

　
水
道
の
も
つ
公
共
性
は
、
と
り
も

な
お
さ
ず
市
民
生
活
の
向
上
を
図
る

こ
と
で
す
が
、
一
方
、
水
道
事
業
の

経
営
は
、
独
立
採
算
制
を
建
前
と
し

事
業
運
営
に
要
す
る
費
用
は
、
水
道

料
金
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
白
石
市
の
水
道
料
金
は
、
県
内
他

市
町
村
と
比
較
し
て
も
非
常
に
安
い

料
金
で
給
水
し
て
き
ま
し
た
が
、
拡

張
事
業
資
金
と
長
期
借
入
金
の
元
利

償
還
金
の
支
払
い
や
、
広
域
水
道
へ

の
受
水
料
金
支
払
い
に
伴
う
水
道
料

金
の
急
激
な
引
き
上
げ
を
緩
和
す
る

た
め
、
本
年
十
月
分
の
水
道
料
金
か

ら
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
規
加
入
の
場
合
の
水
道

水
道
加
入
金
額
表

　
　
給
水
管
の
口
釜

加
入
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昭
和
五

十
五
年
一
月
か
ら
据
置
き
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
十
月
一
日
か
ら

改
定
に
な
り
ま
す
の
で
壽
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

の給

口水

径管

ご
ニ
ミ
リ

メ
ー
ト
ル

メニ
l　O
トミ

ルリ

メニ
i五
トミ

ルリ

メ　ー

10
トミ

ルリ

四
〇
ミ
リ

メ
ー
ト
ル

メ五
io
トミ

ルリ

七
五
ミ
リ

メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
ミ
リ

メ
ー
ト
ル

基
本
水
量

一
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で】

O
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で

一
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で

一
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で

一
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で

一
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で

一
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で一

〇
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で

料

金

二
〇
〇
円

二
、
二
〇
〇
円

三
、
四
〇
〇
円

六
、
二
〇
〇
円

ノ～

二
〇
〇
円

一
三
、
O
O
O
円

三
一

、
O
O
O
円

五
三
、
O
O
O
円

用般用殊特

第

段

使
用
水
量
一
〇
立
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
、

二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
分

九
〇
円

用

途

公
衆
浴
場
用

プ

ル
用

臨
　
時
　
用

第
二
　
段

使
用
水
量
二
〇
立
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
、

五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
分一

三
〇
円

第
三
段

使
用
水
量
五
〇
立
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

分

一
六
〇
円

使
用
水
量
一
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
分

九
〇
円

一
二
〇
円

二
二
〇
円

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
も
　
　
、
。
＾

編
讐
噌
ダ

縛
謬

灘
墜
遍

橘

叉

三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

二
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

二
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

三
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

四
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

七
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

一
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

撫
　
　
入
　
　
金
　
　
の
　
額

五
〇
、
○
O
O
円

一
〇
〇
、
○
○
○
円

二
〇
〇
、
○
O
O
円

三
三
〇
、
○
O
O
円

六
五
〇
、
O
O
O
円

、
O
O
O
、
○
○
○
円

二
、
五
〇
〇
、
○
○
○
円

四
、
二
五
〇
、
O
O
O
円
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ぽ
く
ら
の
ま
ち
の
会
社
訪
問
⑳

　　禽

営
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国
道
一

に
あ
る
工
場
は
、
東
北
縦
貰
自
道
車

道
建
設
に
伴
い
、
移
転
新
築
し
た
も

の
で
す
。
移
転
前
は
、
タ
ー
ビ
ン
水

車
を
動
力
と
し
て
利
用
し
て
い
た
の

で
、
昔
な
が
ら
の
白
石
の
製
粉
の
様

子
が
し
の
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
6
0
年
に
は
「
今
の
子
供
た
ち

に
も
水
車
を
見
せ
て
や
り
た
い
」
と

考
え
て
い
た
松
田
社
長
の
指
揮
の
も

と
、
工
場
の
前
を
流
れ
る
川
に
水
車

と
水
車
小
屋
が
完
成
し
、
道
ゆ
く
人

々
の
目
を
引
き
、
観
光
バ
ス
な
ど
も

た
び
た
び
立
寄
る
そ
う
で
す
。

　　　　百　　　亜　　　J　　J　∫豆i

写

長
　　　　一履

叢
賛

諺

㈲
松
田
製
粉
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
自
石
市
福
岡
蔵
本
字
樋
の
ロ
ー
6
～
1
『

二
二
号
沿
い
の
滝
下
地
区
　
　
温
麺
、
そ
ば
、
う
ど
ん
、
ご
ま
、
．

ザ
誓

ト
　
一
’

、
襲

走
　
一

／
　
〆

　
　
　
　
　
題
婦

藤
　
　
　
麟

裁
．

き
な
こ
な
ど
の
製
品
は
、
ク
ラ
ウ
ン
『

印
の
商
標
の
も
と
、
各
地
の
デ
パ
上
2
一

ト
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
一
一

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
各
地
売
店
を
回
り
、
消
費
者
の
生
一
一

の
声
を
聞
く
と
、
温
麺
の
調
理
方
法
ぎ

が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
が
一
番
多

・

／
＼
普
通
の
乾
麺
の
よ
う
に
長
時
間
出

ゆ
で
る
の
で
は
生
麺
の
方
が
手
軽
だ
『

と
考
え
て
い
る
人
び
と
に
、
温
麺
は
一
．

他
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
と
同
様
に
‘

約
三
分
間
で
ゆ
で
あ
が
る
こ
と
を
強
一
一
一

く
宣
伝
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
L

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
・
・

ヨ
7
月
3
1
日
團
　
国
立
南
蔵
王
青
少
年
　
　
私
は
話
を
聞
い
て
、
意
外
の
感
に

　
　
　
　
　
　
　
野
営
場
開
場
式
　
　
　
打
た
れ
た
。
新
幹
線
自
石
蔵
王
駅
や

　
　
先
日
、
文
部
省
で
開
か
れ
た
野
営
東
北
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ

　
場
運
営
審
議
会
で
、
あ
る
委
員
か
ら
、
が
あ
る
こ
と
と
か
、
野
営
場
ま
で
の

　
「
南
蔵
王
が
全
国
の
数
あ
る
候
補
地
交
通
の
便
が
よ
い
こ
と
が
大
き
な
理

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
理
由
は
何
か
」

と
の
質
問
が
あ
り
、
文
部
省
富
岡
社

会
教
育
課
長
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

「
第
一
に
、
野
営
場
の
所
在
地
で
あ

る
白
石
市
は
、
人
口
四
万
余
り
の
小

都
市
と
し
て
は
珍
し
い
く
ら
い
医

療
機
関
が
充
実
し
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
を
お
預
か
り
し
て
何
の
心
配
も

な
い
こ
と
。
第
二
に
、
場
内
を
流
れ

る
沢
は
湧
水
で
、
水
質
が
た
い
へ
ん

よ
い
こ
と
。
第
三
に
、
周
辺
の
蔵
王

町
・
七
ケ
宿
町
を
含
め
て
地
域
住
民

工
場
で
は
、
3
5
名
の
従
業
員
が
手
一
『

の
人
情
が
誠
に
細
や
か
で
あ
る
こ
と
」

ぎ
わ
よ
く
作
業
を
し
、
次
々
と
出
荷
　
“

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一
』

　
花
見
、
秋
の
慰
安
旅
行
、
忘
年
会
・

な
ど
に
よ
っ
て
社
員
間
の
親
睦
を
は
「
．
一

か
り
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
フ
ル
ニ

操
業
時
に
も
社
員
一
丸
。
　
　
　
　
．
“

　
コ
シ
の
強
い
、
歯
ご
た
え
の
あ
る
よ
・
「

り
付
加
価
値
の
高
い
製
品
づ
く
り
、
葺

も
う
一
度
食
べ
た
く
な
る
麺
づ
く
り
耳

に
力
点
を
置
き
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
据

り
ま
で
喜
ん
で
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
　

う
社
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
憾
ま
す
。
茸

王桝麟翻
鰹墾，禰蘇

由
だ
と
考
え
て
い
た
の
に
、
全
く
違

う
答
弁
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
自
石
市
民
が
当
然
だ
と
思
つ
て
い

る
こ
と
の
中
に
、
実
は
す
ば
ら
し
い

臼
石
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

8
月
5
日
㈱
　
白
石
川
水
防
演
習

　
県
と
白
石
市
の
共
催
で
、
集
中
豪

雨
や
台
風
に
よ
る
水
害
防
止
対
策
に

必
要
な
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
臼

石
川
左
岸
堤
防
（
白
石
自
動
車
練
習

場
跡
地
）
に
お
い
て
、
本
番
さ
な
が

ら
の
水
防
演
習
が
行
わ
れ
た
。

　
水
防
団
諸
君
の
キ
ビ
キ
ビ
し
た
動

嫁
欝
羅
確
嬉
贈

　
2
敏
な
動
き
を
見
せ
ら
れ
る
と
、
少
々

　
　
　
の
欠
点
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
。
こ

　

　
｝

　
　
　
の
水
防
団
は
市
の
誇
り
で
す
ね
」
と

　
黎
ま
で
話
し
て
い
た
。

　
、
卿
12
日
困
国
道
1
1
3
号
改
良
工
事

　
　
　
　
　
　
　
白
石
工
区
の
説
明
会

蔵

懸
、’裾

脳
灘羽

　
郡
山
橋
か
ら
亘
理
町
角
に
至
る
国

道
1
1
3
号
改
良
工
事
の
地
権
者
に

対
す
る
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。
全
長

約
一
、
一
〇
〇
m
、
十
二
m
の
幅
員

で
、
東
北
本
線
は
、
ア
ン
ダ
ー
。
バ
ス

で
く
ぐ
り
ぬ
け
る
予
定
で
あ
る
。

　
ふ
り
返
え
れ
ば
、
県
道
自
石
・
中

村
線
，
及
び
白
石
上
ノ
山
線
の
道
路

改
良
が
、
昭
和
30
年
に
街
路
事
業
と

し
て
採
択
と
な
り
、
さ
ら
に
事
業
促

進
の
た
め
国
道
昇
格
運
動
を
お
こ
し

昭
和
必
年
、
国
道
1
1
3
号
と
な
つ

た
も
の
で
あ
り
、
実
に
三
十
年
来
の

懸
案
で
あ
つ
た
。

　
さ
い
わ
い
に
、
地
権
者
の
方
々
は

　
国
・
県
ご
当
局
に
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
る
と
共
に
地
権
者
の
皆
様
方
の

今
後
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
悲
願

達
成
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
。

詳
細
設
計
の
た
め
の
立
入
り
測
量
を

快
く
承
諾
し
て
く
だ
さ
つ
た
。
県
工
一

事
で
あ
る
が
、
市
は
事
業
促
進
の
た
、

め
用
地
買
収
等
に
全
面
的
協
力
を
約

一

束
し
、
国
、
県
に
陳
情
を
続
け
て
い

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

7
日
月

21

日
㈹

日
本
バ
イ
リ
ー
ン

土
地
売
買
契
約
な
る

第
二
百
二
十
八
回

白
石
市
議
会
臨
時
会

　
東
中
学
校
体
育
館
新
築
工
事
・
大

平
小
学
校
校
舎
新
築
工
事
の
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

得
る
。

　
東
中
、
及
び
新
大
平
小
の
来
年
4

月
、
同
時
開
校
は
私
の
公
約
で
あ
る
。

こ
の
実
行
に
、
議
会
の
協
力
を
得
て

全
力
投
球
す
る
決
意
で
あ
る
。

［［

『

6

　カ
　メ

の

罎勤　　　　　撚葺ず　舗聾，蹴管ご話題を追って　　撚蜀三氣罵漿

婁懇、x魔毒〕喚

　　　　＼、
　　　　いぬハま　へしココヤリ　　　　じげ

藩噌撃欝薪酬虜

1全・防犯推進市民大会
旧市役所前）

　　闘、鱈，、　幽騰
，脇　　怪∵沸甥攣韓
，鰻、　ダ．』寡璽諏　　乱．癖
桑「かご正め工法」

ヨ　白石川提防）

藤
斐

歎
　
　
　
　
一
ち
一
・
節
郵

強
聴
藩

由
　
　
　
・
F

．

闘
墜
騨

　
　
　
冨
器

　
・
、
　
通
月

、
熱
　
　
交
8

　
　
　
　
市
（

　
　
　
、
石

　
　
　
「
白

　
　
　
　
▲

粛
描
ず

醜
　
、
磁
　
飢

撫
、
〆
ゆ
、

　
「藤

日

憲
訓
5

ー
防
月

．
醜
水
8

　毘5（

　
．
、
一
8

箪
▲

　　　　』叢1纒麟

▲夏休みふるさと歴史教室（8月6日　図書館）
　『伊達政宗と片倉小十郎景綱』

▲白石市総合体育大会，水泳記録会
　　（7月26日　白中）

　　　曝　　　　＿費1論　　　鴛

1．歴　 覇瞳乳響、翰、

ゼ蝿ゴ纏警醗璽轡
轡ヤ』塞風　・』＼ザ
▲第1回青年ロックコンサート　（7月26日中央公民館）

瞥卜
2
（留

・
識
唖聯

轟
．
・

　
　
　
　

　
．
、
ψ
r

　
　
　
皿

’
r
鞄

纏
ず朧

藍
”
，
駄
，

▲白石市老人クラブ対抗ゲートボール大会
　　　（8月8日　白石川縁地公園）
　　　　　　、≧・懇籔壕， 堀灘
　　　　　　　　　、曝『　　　　　　　　　樋

▲夏まつりに京舞妓も来白（8月14日▲健康まつり家庭バレーボール大会
　　（7月26日　白中）
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国
民
年
金

　
「
趣
味
と
教
養
の
っ
ど
い
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
の
加
入
者
や
受
給
者
の

皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
こ
と
し
も

「
趣
味
と
教
養
の
つ
ど
い
」
が
開
か

れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
親
睦
の
場
、
そ
し
て
交

流
の
場
と
し
て
、
ま
た
健
康
で
心
豊

か
な
老
後
生
活
を
送
る
う
え
で
、
お

役
に
立
つ
講
座
な
ど
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

★
内
容

　
教
養
講
座
・
健
康
講
座
・
カ
ラ
オ

　
ケ
教
室
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室
・

　
社
交
ダ
ン
ス
教
室

★
日
時

　
　
　
裁
定
請
求
書
は

◇

　
●
第
1
回
目
　
昭
和
62
年
10
月
2
1

　
　
日
～
22
日
（
1
泊
2
日
）

　
●
第
2
回
目
　
昭
和
62
年
10
月
2
2

　
　
日
～
2
3
日
（
1
泊
2
日
）

★
会
場

　
国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
み
ち
の
く
路
」

★
定
員
　
7
5
名
（
各
回
）

★
費
用

　
六
千
円
（
1
泊
3
食
の
宿
泊
費
等
。

　
た
だ
し
交
通
費
は
含
み
ま
せ
ん
。
）

★
申
し
込
み
・
締
切
り

　
1
0
月
9
日
ま
で
市
民
課
国
民
年
金

係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
、
締

め
切
り
ま
す
。

正
確
に
記
入
し
ま
し
よ
う
ガ

　
国
民
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生

し
た
場
合
は
、
年
金
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
が
、
市
役
所
を
経
由
し
て
社

会
保
険
庁
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所

に
年
金
の
「
裁
定
請
求
書
」
を
提
出

し
、
国
で
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
裁
定
請
求
書
」
は
、
市
役
所
の

窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
記

入
上
の
注
意
を
よ
く
読
ん
で
正
確
に

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
先
は
国
民
年
金
だ
け
に
加

入
し
た
人
と
、
二
制
度
以
上
に
加
入

し
た
人
と
で
は
違
い
ま
す
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
年
金
が
裁
定
さ
れ
ま
す
と

社
会
保
険
庁
ま
た
は
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
年
金
証
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
年
金
受
給
者
で

あ
る
こ
と
を
示
す
重
要
な
書
類
で
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

a
二
五
ー
二
二
又
内
線
一
三
七
）

ま
で
ど
う
ぞ
。
　
　
　
　
　
・

へ
▽

ぬ
れ
テ
イ
ッ
シ
ュ
…

　
「
ぬ
れ
テ
ィ
ッ
シ
ユ
を
買
つ
た
が

黒
い
カ
ビ
が
は
え
て
い
た
」
と
の
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
近
は
各
種
の
ぬ
れ
テ
イ
ッ
シ
ユ

が
出
ま
わ
り
手
軽
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ぬ
れ
テ
イ
ッ
シ
ユ
に
消
毒

殺
菌
効
果
等
が
あ
る
の
か
？
ぬ
れ
テ

使
い
方
は
？

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
苦

情
相
談
の
商
品
で
す
が
、
製
造
元
は

同
工
業
会
に
入
っ
て
い
な
い
業
者
で

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ァ
ロ

　
セ
ン
タ
ー
の
テ
ス
ト
に
よ
る
と
購
、
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

入
直
後
の
も
の
に
も
、
未
開
封
で
一
カ
ウ

月
半
保
存
し
た
も
の
に
も
、
こ
の
よ
節

イ
ツ
シ
許
索
塞
怨
塞
磐
う
に
細
菌
筆
間
題
壕
る
も
の
は
馨
子
●

の
か
？
と
気
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
テ
ス
ト
結
中
の
取
り
扱
い
は
衛
生
的
に
し
た
い
咽
お
き
、
死
亡
後
、
そ
の
意
志
に
よ
り
酬

果
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
品
客
消
毒
も
の
で
す
。
　
　
　
薯
讐
繰
す
る
こ
と
を
い
い
毛
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
献
体
」
を
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
献
体
」
と
は
、
自
分
の
体
を
死
後
胃
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歯
学
の
教
育
に
役
立
て
た
い
、
・

な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
使
用
か
と
志
し
た
人
が
そ
の
旨
を
登
録
し
て
浄

ぬ
れ
テ
イ
ツ
、
ン
ユ
の
使
い
方
と
注
意
烹
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
葎
踏

★
皮
膚
の
弱
い
乳
幼
児
に
は
嘆
わ
な
凧
日
本
は
世
界
の
最
高
水
準
の
長
寿
国
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亟

　
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
弔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
試
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
｛

★
授
乳
時
の
乳
首
、
乳
房
や
目
、
性
悼
　
こ
れ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
…
”

　
器
、
こ
う
門
等
に
は
使
わ
な
い
こ
悼
あ
り
ま
す
が
、
．
て
の
ひ
と
つ
に
「
医
卿

と
　
　
　
　
㎜
誘
進
歩
」
が
あ
げ
ら
れ
晃
三

★
連
続
取
出
方
式
の
も
の
以
外
は
、
　
の
「
医
、
桝
子
の
進
歩
」
を
促
す
も
の
の
一

化
購
と
し
詫
粧
直
し
に
は
使
際
「
人
間
解
剖
学
」
寒
、
．
な
塑

　
わ
な
し
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
悼
と
な
っ
て
お
り
「
人
問
解
剖
学
」
は
、
（

メ
籍
銚
糞
雛
監
熱
講
麟
発
難
酵
臨
磐
瓢

ト
イ
レ
に
流
さ
な
い
こ
と
・
　
　
心
る
た
め
「
献
体
」
に
つ
い
て
よ
り
ゑ

　
　
　
ー
消
窒
箱
談
竿
も
く
の
人
々
痛
っ
て
蓼
と
と
も
に
　

8

や
防
腐
な
ど
に
使
わ
れ
る
成
分
が
微

量
ず
つ
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
際

に
細
菌
で
汚
れ
た
手
を
拭
き
取
っ
た

と
こ
ろ
若
干
き
れ
い
に
な
る
も
の
の

水
洗
い
し
た
手
に
は
は
る
か
に
及
ば

な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
結
局
ぬ

れ
テ
イ
ッ
シ
ュ
の
効
果
は
、
単
に
爵

れ
を
お
と
し
や
す
い
も
の
と
考
え
る

べ
き
で
す
。

　
ま
た
ぬ
れ
テ
イ
ッ
シ
ュ
自
体
の

安
全
衛
生
に
つ
い
て
は
、
こ
と
し
の

一
月
、
日
本
清
浄
紙
綿
類
工
業
会
で

ぬ
れ
テ
イ
ッ
シ
ユ
の
安
全
衛
生
や

表
示
の
基
準
を
つ
く
り
、
使
用
薬
品

の
皮
膚
に
対
す
る
安
全
性
、
品
質
が

定
め
ら
れ
蛍
光
、
ホ
ル
マ
リ
ン
、
大

腸
菌
群
数
な
ど
に
つ
い
て
も
規
制
さ

れ
て
い
ま
免
こ
れ
ら
が
そ
の
と
お
り

運
用
さ
れ
れ
ば
ぬ
れ
テ
イ
ッ
シ
ュ
自

体
の
安
全
性
が
あ
る
程
度
は
保
証
さ

⑳⑳
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
耐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

　
「
献
体
」
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

い
方
は
、
東
北
大
学
医
学
部
献
体
事
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

業
部
内
白
菊
会
智
。
ニ
ニ
ー
二
七
甲
＝
＝
　
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

内
線
ニ
ニ
六
一
ま
た
は
、
臼
石
市
．
、
．

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

社
会
福
祉
事
務
所
費
二
五
⊥
一
コ
一
一
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
認
を
お
忘
れ
な
く
ガ

ー
被
保
険
者
証
に
検
認
を
受
け
な
い
の
再
確
認
の
た
め
検
認
を
行
い
ま
す
。

と
十
月
一
日
以
降
使
用
で
き
な
く
な
　
　
検
認
は
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
九

り
ま
す
。
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
三
十
日
ま
で
次
の
日
程
の
と
お
り

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
行
い
ま
す
の
で
指
定
の
場
所
で
検
認

る
方
の
、
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

険
者
証
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
資
格
　
　
就
学
、
そ
の
他
特
別
の
事
由
に
よ

り
別
個
の
被
保
険
者
証
（
㊧
ま
た
は

㊧
の
表
示
を
し
て
あ
る
も
の
）
の
交

付
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
方
は
、
前

も
っ
て
こ
れ
ら
㊧
、
⑭
の
被
保
険
者

証
を
お
手
許
に
回
収
し
て
お
き
、
当

日
検
認
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
準
備

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
衛
生
課
管
二

五
ー
二
二
一
内
線
六
〇
六
へ

　　　自　治　会　　名

全地区

　〃

　〃

　〃

内親・津田・小奥

犬卒都婆

小下倉

鎌先・弥治郎・沖・上原・下原・山根
山ノ下・八宮・大網・芹沢
西区上・西区下・南・東・北

三住

蔵王

不忘

川原子

上戸沢

下戸沢・冷清水・大熊・赤井畑

東・塩倉・中北・新町・猿鼻

赤坂・明戸・湯元

小久保平

滝上・滝下・尾箆・南町・田町

本町・中町・長町・亘理町・短ケ町・新町

西益岡・中益岡・東益岡・清水小路
寿町・柳町

本郷1・2・3・4

鷹巣・旭町・緑ガ丘・郡山・上郡山

検認できなかった人

火
事
と
救
急
は

　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
九
番

　
消
防
署
の
救
急
車
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
「
急
病
」
や
「
不
慮
の
事
故
」

昭和62年度被保険者証検認日程表

時　　問

　9：00～12：00

13：00～16：00

　9：00～12：00

13：00～16100

　9：〔）0～12：00

13：00～14：00

15：00～15：30

　9：00～12：00

13：00～16：00

　9：30～10：30

11：00～12：00

13：00～13：30

1．4：00～14130

　9：30～10：00

10：30～12：00

13：00～14：00

14：20～14：50

15：10～15：40

　9：00～15：00

　9：00～12：00

　9：00～15：00

　　　　　　〃

　　　　　　〃

実施場所
越河公民館

　
　
　
　
　
　
所

　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
集

〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
婆

川
沢
平
川
都

　
鷹
　
　
　
　
卒

斎
大
大
　
白
　
犬

小下倉集会所

福岡公民館

深谷〃
三住研修センター

蔵王集会所
不忘研修センター

長峰分校
上戸沢集会所

下戸沢公会堂

小原公民館
所　

　
〃

会
集
平

戸
保

　
久

明
小

健康センタ

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

月日

9．21

9．22

9．24

9．25

9．26

9．28

9．29

9．30

な
ど
で
急
い
で
病
医
院
で
治
罐
受
動
9

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
矛
用
　
　
　
　
鯨

で
き
き
二
＋
四
時
間
態
馨
運
圓

麟
馨
ぎ
車
を
利
用
さ
み
劉

れ
論
七
＋
五
f
セ
ン
ト
の
人
達
る
月

は
急
し
で
治
療
を
受
け
る
必
要
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
～
　
9

な
い
人
達
と
病
医
院
で
は
判
断
し
て
／
㌦

．
欝
ポ
尊
い
人
命
を
守
る
た
総

め
の
重
要
な
『
く
る
ま
』
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ゆ

》

臨鐸翻

二豪羅卜、
＿＿一　　　

　コ
ー

唱
岬
．

一一一一秋の交通安全県民総ぐるみ運動一・一噂
〔蓮動の目的〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霊

　　本顯は、県民一人ひとりに交　　　　　9月劉圓一9月30蹴
通安全知識を普及し、その交通安　　　〔運動の重点1　　　　　　　馨
灘灘皇、講壕　　L歩行者及び自転車不・1用者の奢通　止　1

　　　　　　　　　　〕　　　　　　　　　　　　2．二輪車を中心とした無謀運転の追放　　　　　　　　　薯

蹴習鮒けることにより・交1重　　3，正しい方法によるHベルト・　　　1
　事故防止の徹底を図ることを目的　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘルメツトの着用の徹底　　　　　　季

　としています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葦
軸M吟勢伽鍾軸帥φ斡麺う金抽鋤鍾軸嬉4争軸帥榊軸赫φ伽禅隅型軸争蜥→韓鈴轍レ棚w旛鰺鋳瞬軸命鱒睾鱒愈鱈争鱒φ脚㌻鱒曾韓榊鱒勃軸樋齢毒　φ華吻
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牽
孝
Φ
憲
糞
φ
馨
セ
葦
蓼
葦
馨
傘



暑γ

蔦
一
よ
葺
つ

　
　
入
と
勤
物
と
の
．

　
　
　
　
　
　
　
轡
動
物
愛
護
週
闇
．

　
「
飼
え
な
く
な
っ
た
あ
な
た
の
ペ

ッ
ト
、
も
ら
い
主
を
責
任
も
っ
て
探

し
ま
す
」
　
　
最
近
、
こ
ん
な
宣
伝

文
句
を
使
っ
た
ペ
ッ
ト
引
き
取
り
業

者
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
、
㈱
動
物
愛

護
協
会
に
持
ち
込
ま
れ
る
そ
う
で
す
。

．
業
者
”
に
頭
け
た
ペ
ッ
ト
か

　
　
　
　
　
　
行
方
知
れ
ず
に

　
ま
だ
子
猫
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い

た
ら
、
五
匹
も
出
産
。
知
り
合
い
に

も
ら
い
手
は
い
な
い
し
、
捨
て
る
の

は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
保
健

所
で
安
楽
死
と
い
う
の
も
忍
び
な
い

　
…
。
こ
ん
な
飼
い
主
の
心
理
を
逆

手
に
と
っ
た
新
種
の
商
売
で
す
。

　
「
必
ず
も
ら
い
先
を
見
つ
け
出
し
、

相
手
の
住
所
と
証
拠
の
写
真
を
お
届

い
い
関
係
〆

聖
几
日
り
二
十
口
国
、
二
十
山
ハ
費
同
⑭

つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
が
』
生

面
倒
を
見
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
取
り
料
、
不
妊
手
術
代
、
エ
サ

代
の
合
計
○
万
円
を
い
た
だ
き
ま
す
」

　
こ
ん
な
言
葉
を
信
じ
て
任
せ
た
も

の
の
、
そ
の
後
、
業
者
か
ら
の
連
絡

は
一
切
な
し
。
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト
の

安
否
が
気
に
な
り
、
問
い
合
わ
せ
て

み
て
も
、
業
者
の
応
対
は
ち
ゃ
ら
ん

ぽ
ら
ん
で
、
ペ
ッ
ト
は
つ
い
に
行
方

知
れ
ず
…
…
。

　
飼
い
主
の
ほ
う
に
も
、
］
度
は
飼

育
を
放
棄
し
た
後
ろ
め
た
さ
も
あ
っ

て
か
、
泣
き
寝
入
り
し
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
す
。
動

物
愛
護
の
名
の
も
と
に
営
利
を
む
さ

ぽ
る
業
者
は
許
し
難
い
も
の
で
す
が
、

飼
い
主
に
も
責
任
が
な
か
っ
た
と
は

飼
う
な
ら
ぱ

　
責
任
を
持
っ
で
最
後
ま
で

け
し
ま
す
。
万
一
　
も
ら
い
主
が
見
　
言
い
切
れ
な
い
状
況
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ペ
ッ
ト
の
生
理

毒
”
驚

　
わ
た
し
た
ち
は
、
た
だ
好
き
だ
か

ら
、
か
わ
い
い
か
ら
と
い
っ
た
単
純

な
動
機
だ
け
で
動
物
を
飼
う
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
う
な
ら
ば
最
後

ま
で
、
と
い
う
強
い
自
覚
と
責
任
を

持
ち
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
不
必

要
な
繁
殖
を
さ
け
る
た
め
に
も
、
ペ

ッ
ト
の
不
妊
・
去
勢
手
術
は
で
き
る

だ
け
早
い
う
ち
に
す
ま
せ
て
お
き
ま

し
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
は
動
物
を
飼
う

の
が
難
し
い
時
代
で
あ
る
、
と
い
わ

れ
ま
す
。
例
え
ば
、
団
地
や
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅
で
は
、
騒
音
、

悪
臭
と
い
っ
た
間
題
か
ら
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

家
族
の
数
が
少
な
く
な
り
、
外
に
出

て
働
く
入
が
増
え
た
た
め
、
犬
を
散

歩
に
連
れ
て
い
く
こ
と
な
ど
も
お
ざ

な
り
に
さ
れ
が
ち
で
す
。
飼
い
主
が

　
　
　
　
　
　
、
生
態
、
習
性
な
ど

を
よ
く
理
解
し
て
、
ペ
ッ
ト
が
不
必

要
な
苦
痛
を
受
け
な
い
よ
う
に
飼
育

す
る
こ
と
が
動
物
愛
護
な
の
で
す
。

　
九
月
二
十
日
か
ら
二
．
十
六
日
ま
で

は
「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す
。
こ
れ

を
機
会
に
、
動
物
の
正
し
い
飼
い
方

や
人
間
と
動
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
も
う
一
度
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

が
ん
の
発
生
率
を
高
め
る

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け

…
急
増
し
τ
、
い
る
　
　
…

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

…
　
肺
が
ル
の
死
亡
率
㎜

　
　
　
　
喫
煙
習
慣

皿
九
月
は
が
ん
征
圧
月
問
で
す
・

1ク

　
が
ん
は
昭
和
五
十
六
年
以
来
、
日

本
の
「
病
気
に
よ
る
死
亡
原
因
」
の

ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。
が
ん
に

よ
る
死
亡
の
中
で
死
亡
率
が
最
も
高

い
の
は
胃
が
ん
で
、
そ
の
次
が
肺
が

ん
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
こ
こ
数
年
、
肺
が
ん
に

よ
る
死
亡
率
が
急
上
昇
し
て
い
ま
す
。

肺
が
ん
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
な
か
で
も
喫
煙
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
多
く
の
報
告
が
あ
り
、
い

ま
改
め
て
た
ば
こ
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
た
ば
こ
と
肺
が
ん
の
関
係

は
、
喫
煙
量
が
多
い
ほ
ど
、
ま
た
、

喫
煙
開
始
年
齢
が
若
い
ほ
ど
、
が
ん

の
発
生
率
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
が
肺

が
ん
で
死
亡
す
る
確
率
は
、
吸
わ
な

い
人
の
四
・
一
倍
に
な
る
と
い
う
デ

ー
タ
が
で
て
い
ま
す
。
ま
た
、
　
一
日

五
十
本
以
上
吸
う
人
は
、
そ
の
確
率

が
八
・
六
倍
に
上
が
り
、
そ
れ
以
上

吸
う
人
は
さ
ら
に
死
亡
率
が
高
く
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　o（9
　ズ＿0　、

　　　　　へ　　
　　　　　　i　　鵠脱螺隻

闇
さ
ま
さ
ま
な
か
ん
に
…

嬰、

肝
響
を
及
ほ
す
喫
煙
㎜

　
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
喫
煙
は

肺
が
ん
だ
け
で
な
ノ
＼
さ
ま
ざ
ま
な

が
ん
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
の
発
生
原
因
が
十
分
明
ら
か

で
な
く
、
完
全
と
い
え
る
治
療
方
法

が
な
い
現
在
、
喫
煙
の
習
慣
を
改
め

る
こ
と
は
重
要
な
予
防
方
法
の
一
つ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
が
ん
検
診
に
よ
る
早
期
発

見
・
早
期
治
療
は
、
最
も
有
効
な
予

防
方
法
の
一
つ
で
す
の
で
、
積
極
的

に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
が
翻
＠
鴎

梅
酒
の

　
　
　
　
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー

白川津田

つ
い
て
き
た
ら
、
レ
モ
ン
汁
、
梅

酒
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
混
ぜ
る
。

水
で
ぬ
ら
し
た
型
に
流
し
、
冷
蔵

庫
で
冷
し
て
固
め
る
。

※
酸
味
が
あ
り
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
て

い
る
の
で
暑
さ
負
け
な
ど
で
食
欲
の

な
い
と
き
や
、
フ
ロ
あ
が
り
な
ど
に

お
召
し
あ
が
り
く
だ
さ
い
。

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
卵
黄
、
牛
乳
な
ど

が
入
つ
て
い
る
の
で
栄
養
価
の
高
い

ゼ
リ
ー
で
す
。

黒田のぶさん

【
材
料
】
　
　
（
四
人
分
）

　
牛
乳
カ
ッ
プ
2
、
砂
糖
7
0
9
、
ゼ

ラ
イ
ス
3
袋
、
水
カ
ッ
プ
％
、
卵
黄

2
コ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
カ
ッ
プ
ー
、
梅

酒
カ
ッ
プ
％
、
レ
モ
ン
汁
大
さ
じ
ー
。

【
作
り
方
】

①
ゼ
ラ
イ
ス
に
渥
カ
ツ
プ
の
水
を

　
り
入
れ
、
浸
し
て
お
く
。
ヨ
ー
グ

　
ル
ト
は
泡
立
器
で
よ
く
ま
ぜ
ド
ロ

　
ド
ロ
に
し
て
お
く
。

②
牛
乳
に
砂
糖
を
入
れ
て
煮
と
か
し

　
①
の
ゼ
ラ
イ
ス
を
入
れ
て
火
を
止

　
め
る
。

③
卵
黄
を
ほ
ぐ
し
②
の
牛
乳
を
手
早

　
く
混
ぜ
合
わ
せ
、
冷
水
で
冷
や
す
。

④
ヘ
ラ
で
混
ぜ
合
わ
せ
、
と
ろ
み
が

〈ご存知ですか？＞

牛乳は良質のカルシウム源
◎　栄養価の比較

ビタミンB2

　艦㎎｝

0，30

　0．24

0．14

　0．10

ビタミンA

　（1・u、

　220

　320

78

　
0

カルシウム

　　㎎1

　200

　　28

4
　
槍

脂　質
　〔9〕

　6，4

　5．6

　8，8

　3．2

蛋白質
　〔9〕

　5．8

　6．2

10，4

13．9

エネルギー

〔oa¢　〕

　116

　　81

目安（1人分

27

88

1本（㎜〕

1こ（鵬）

晦
　
鵬

梛
梛

牛　　乳

卵

鶏もも皮付肉

塩さ　け

※一日に必要なカルシウム必要量（成人の場合）はゆ600㎎

◎　牛乳の効果　　　　　　　　　・玉

　砦　カルシウムの消化吸収が良い　　　　　　　　叫　　　一

昭和62年8月1日月1日　自石市
　　備　　考

上昇品目：マーガ
リ｝、パター、テ

fツシユペーパー

ラソプ

調査日消費生活モニター調査結果

下降品目：砂糖、

小麦粉、牛乳、洗

濯用含成洗剤、灯
油（店頭価格，配

達料込み）、レギ
ュろ一ガソリン、

軽油、プロペンガ
ス

横ばい品目1しょ
う油、＋トラ、f由、

良ハン、カし一ラ
イス、王里髪料、パ

ーマネント料

対前月価格比

△　3．7

△0．4

　4
△1．8

　1．3

　6．8

　1．8

△8．3

△1．9

△1．8

△0．7

△1．2

△0．1

前月平均価格

　　265円

　　256

　　337

　　209

　　147

　　175

　　222

　　369

　　132

　　217

　1，405

　　470

　1，566

5，416

　　889

　　902

　　128

　　　79

　4，528

平　均　値

　　　255円

　　　256

　　　337

　　　208

　　　147

　　　182

　　　218

　　　374

　　　141

　　　221

　　1，287

　　　470

1，566

5，416

　　　872

　　　885

　　　127

　　　　78

4、525

最　低　績

　　228円

　　250

　　290

　　158

　　145

　　148

　　190

　　358

　　　98

　　198

　　9SO

　　450

　1，500

5，000

　　　800

　　　850

　　　126

　　　　75

4．320

最　高　値

　　280円

　　260

　　370

　　230

　　150

　　208

　　250

　　390

　　158

　　248

1，495

　　500

1．700

5，800

　　950

　　950

　　130

　　　83

4．750

　　銘柄・規格
上　白　糖　　　　1kg

上級濃ロポリ容器入り12

ポリ容器入り　　　　700g

薄　力　粉　　　　1kg

並　　　食　　　　1袋

ソフトカルトン入り　225g

紙容器入り　　　1，000αc

カルトン入り　　　2259

400枚（200組）紙箱入り

鰐躍化昏聾弱r巻）
綿、化轍用、粒状
無リン、祇箱入り　　41kg

並　　　食　　　　一皿

小学生調髪

コールド（ショート〉

1麗　（店頭価格）

18召　（配達料込み）

1ゼ　　　　現　金

14　　　　現金
10㎡　（気体）

　品　 名

1．砂　　糖

2．しょう油

3．サラダ油

4．小麦粉
5．食パン
6．マーガリン

7．牛　　乳

8．バ　タ　ー
9．ティノシュペーノ←

10．ラ　ッ　プ

11，洗濯用合成洗剤

12．カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント料

　庄、
『
｛15．灯

16，　レギュラーガ、ノリン

17．軽　　 油

18．　プロパンガス

11
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宙

日

薗

賜

白
石
市
交
通
安
全
・
防
犯

　
　
　
　
推
進
市
民
大
会
で
作
文
発
表
！

　
市
内
の
小
学
生
か
ら
募
集
し
た
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て
の
作
文

『
を
審
査
し
た
結
果
、
交
通
安
全
の
部
に
は
佐
藤
共
実
さ
ん
、
防
犯
の
部

一
に
は
矢
久
保
涼
子
さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
と
決
ま
り
、
八
月
十
三
日
に

べ

…
面
の
都
合
上
全
文
を
載
せ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
要
点
だ
け
を
紹
介
し
ま
才
り

「
私
の
決
意
」

　
深
谷
小
六
年
　
矢
久
保
涼
子

　
楽
し
い
夕
食
の
と
き
、
父
が
ま
じ

鴇航靖
片
倉
館
か
ら
移
っ
た
。

、
松
城
が
落
ち
、
安
達
郡
攻
略
が
一
段
　
　
景
綱
の
献
策
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
を

　
落
を
つ
げ
た
後
、
景
綱
は
信
夫
郡
大
使
っ
て
情
報
を
集
め
、
天
下
の
形
勢

　
森
城
主
に
任
ぜ
ら
れ
、
羽
州
長
井
庄
を
判
断
し
た
結
果
に
基
く
も
の
で
あ

か
た
（
ら
だ
て

つ

冒
　
天
正
十
四
年
（
一
五
六
八
）
二
本
礎
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

め
な
顔
で
話
し
は
じ
め
た
。

「
こ
の
ご
ろ
、
テ
レ
ビ
も
新
聞
も
非
・

行
の
記
事
が
多
過
ぎ
る
。
私
た
ち
の
・

周
り
で
も
い
つ
ど
ん
な
事
が
起
こ
る

開
催
さ
れ
た
推
進
大
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
紙
か
わ
か
ら
な
い
」
と
。

㎜
「
交
通
安
全
」

　
　
深
谷
小
六
年
佐
藤
共
実

　
　
　
交
通
ル
ー
ル
は
、
私
た
ち

　
　
の
安
全
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
　
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
交
通
事
故

　
　
の
不
安
や
恐
し
さ
か
ら
の
が

　
　
れ
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
そ
れ
は
、
事
故
は
私
た
ち

　
　
の
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら

　
起
こ
る
か
ら
で
す
。

酌

’ll　　　・　憂

◎
ヒ

崩
二
呼

　
酒
飲
み
運
転
、
い
ね
む
り
運
転
、

と
び
出
し
事
故
な
ど
、
た
と
え
事
故

に
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
ほ
ん
の
小
さ
な
偶
然
と
し
か
思
え

ま
せ
ん
。

　
私
に
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
車
の
こ
な
い
こ
と
を
確
か
め
る

た
め
左
右
を
確
認
し
た
ま
で
は
良
か

っ
た
の
で
す
が
、
横
断
歩
道
が
近
く

に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
道
路
を
渡

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
突
然

車
に
ひ
か
れ
そ
う
に
な
っ
て
と
て
も

怖
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
び
っ
く
り

し
て
胸
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

・
・
…
－
中
略
…
－
…

　
い
つ
か
『
交
通
事
故
』
と
い
う
文

字
が
な
く
な
れ
ば
と
て
も
幸
せ
だ
と

思
い
ま
す
。
私
も
毎
日
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、
事
故
な
ん
か
に
絶
対

あ
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

”
交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

　
　
　
　
　
正
し
く
守
ろ
う
”
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
と
き
景

ゾ
綱
は
三
十
歳
で
最
も
充
実
し
た
時
期

，
で
あ
り
、
武
勇
一
辺
倒
の
「
さ
む
ら

、
い
」
か
ら
策
謀
と
戦
略
を
駆
使
す
る

、

い
わ
ゆ
る
「
謀
将
」
と
し
て
政
宗
の

』
信
頼
を
得
る
こ
と

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
万
引
、
弱
、

い
者
い
じ
め
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
、

非
行
が
あ
る
よ
う
で
す
。
父
は
口
ぐ
．

せ
の
よ
う
に
「
非
行
に
は
し
る
の
は
、

心
の
ど
こ
か
に
す
き
間
が
で
き
て
し
、

ま
う
か
ら
だ
」
と
言
い
ま
す
。
（
中
略
）
，

　
良
い
こ
と
か
悪
い
こ
と
か
を
自
分
、

で
判
断
し
、
悪
い
こ
と
は
勇
気
を
も

っ
て
こ
と
わ
る
。
ま
ち
が
っ
て
い
た
『

ら
す
な
お
に
あ
や
ま
る
。
そ
う
す
れ

ば
心
に
す
き
間
を
つ
く
ら
な
い
と
父
一

は
言
い
ま
す
。
私
に
は
父
の
話
は
半
レ

分
く
ら
い
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
ト

も
万
引
や
弱
い
者
い
じ
め
は
絶
対
に
一

し
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
で
は
ま
だ
正
し
い
判
断
が
で
』

き
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
先
生
や
』

両
親
に
そ
の
日
、
そ
の
日
の
こ
と
を

詳
し
く
話
す
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
、

て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
は
、
非
行
に

は
し
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
毎
日
明
．

る
く
勉
強
や
遊
び
を
、
一
生
懸
命
や
．

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
に
な
る
。
同
十
八

　
年
、
強
大
な
武
力

　
で
迫
っ
て
き
た
豊

．
臣
秀
吉
の
圧
力
に

　
い
か
に
対
処
す
る

　
か
伊
達
氏
内
部
の

　
意
見
が
鋭
く
対
立

　
し
た
が
、
景
綱
は

　
席
上
一
言
も
い
わ

㌔
ず
に
帰
宅
し
た
。

　
不
審
に
思
い
夜
中

　
ひ
そ
か
に
訪
れ
た

　
政
宗
に

　
て
く
る
勢
い
は
、

郷土史アレ慧レ

り
　
伊
達
家
の
存
亡
に
か
か
る
英
断

で
あ
っ
た
。

　
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
の
朝
鮮

の
役
に
、
政
宗
は
晋
州
城
を
一
挙
に

攻
め
落
し
、
浅
野
弾
正
父
子
を
救
出

　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
こ
の
と
き

　
　
　
　
　
　
　
も
景
綱
は
政
宗
を

　　　⑳

「謀将としての景綱」

よ
く
助
け
、
勝
利

に
み
ち
び
き
帰
国

後
、
秀
吉
か
ら
軍

船
小
鷹
丸
を
拝
領

す
る
な
ど
戦
功
を

賞
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
景
綱

が
一
介
の
好
戦
的

武
将
で
な
か
っ
た

こ
と
は
、
戦
陣
の

　
　
っ
て
ん
ご

間
に
孫
呉
の
兵
書
、

　
　
　
　
「
い
ま
秀
吉
の
襲
い
か
か
っ
や
論
語
な
ど
を
持
参
し
研
鑛
に
つ
と
『

　
　
　
　
　
　
　
　
夏
の
蝿
の
よ
う
な
め
、
書
も
よ
く
し
、
能
に
も
巧
み
で
・

り
．
も
の
で
二
、
三
回
打
ち
つ
ぶ
し
て
も
あ
っ
た
こ
と
や
潮
風
と
い
う
笛
を
腰

、
次
々
に
い
く
ら
で
も
寄
せ
て
く
る
。
　
間
に
た
ば
さ
み
、
戦
塵
の
間
に
笛
を

、
結
局
は
奔
命
に
疲
れ
敗
れ
る
こ
と
は
吹
き
心
の
慰
さ
め
と
し
た
こ
と
な
ど
・

・
必
定
。
こ
の
際
伊
達
家
百
年
の
大
計
か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
む
き

！
の
た
め
一
時
の
恥
を
忍
ば
ね
ば
な
ら
　
秀
吉
の
奥
州
仕
置
の
際
に
、
田
村
一

■
・
な
い
」
と
不
戦
降
服
の
決
断
を
促
し
た
領
五
万
石
の
誘
い
も
こ
と
わ
り
、
政
〔

冒
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
政
宗
は
、
強
宗
へ
の
終
生
変
わ
ら
ぬ
忠
誠
を
守
り
、
．

・
い
抗
戦
論
を
し
り
ぞ
け
、
小
田
原
へ
政
宗
の
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
る
。

一
参
陣
降
服
し
、
伊
達
家
三
百
年
の
基
　
　
　
　
　
　
（
白
石
市
史
よ
り
）

12
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宗形　かず子ちやん（白川津田）

正雄さん、とも子さんの長女

ママからひとこと

　“健康な明るい

　　　　　素直な子に育つてネ

市
民
文
芸

「おしやれなかいじゆう」

　こむろ　たくや（大平小2年）

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
自
石
市

大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

　
　
歌
　
　
壇

汗
ば
み
し
肌
に
緑
の
風
や
さ
し
夫
と
拓
き
し
山
畑
に

立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

明
け
方
の
土
手
め
ぐ
り
来
て
朝
餉
は
む
癒
え
た
る
夫

の
顔
色
の
よ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

花
籠
も
花
も
わ
が
手
で
作
り
し
を
茶
の
間
に
飾
り
て

日
毎
愛
で
居
り
　
　
　
山
田
濱

初
夏
の
風
心
地
よ
く
吹
き
ピ
ラ
カ
ン
サ
の
白
き
花
が

ら
た
え
ま
な
く
散
る
　
　
　
　
　
　
山
内
　
と
よ

パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
「
大
地
」
思
い
つ
つ
は
て
し
な

き
畑
に
沈
む
夕
日
を
見
つ
む
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

わ
が
狭
き
部
屋
に
西
日
の
ま
は
り
き
て
北
窓
斜
に
夕

日
射
し
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

強
き
陽
射
し
ま
ぶ
し
み
な
が
ら
ひ
た
す
ら
に
庭
歩
き

す
る
病
後
の
夫
は
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

追
肥
す
と
青
田
歩
め
ば
幾
度
も
よ
ろ
め
く
脚
に
老
い

を
感
じ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

わたしの

勿暫曽勿

　　■　盟巳旧
鐸i）国

と
り
ど
り
の
夏
菊
咲
き
て
仏
前
に
鮮
ら
し
き
花
を
供

え
足
ら
え
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

折
に
ふ
れ
孫
訪
ね
来
て
遊
び
ゆ
く
つ
か
の
ま
の
時
を

幸
せ
と
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

　
　
　
　
「
評
」
短
歌
は
哀
し
み
の
文
学
な
ど
と
言
わ
れ
て
い

　
　
　
る
が
、
前
掲
の
三
首
は
健
康
的
で
明
る
い
作
品
で
あ

　
　
　
る
。
根
底
に
充
実
し
た
よ
ろ
こ
び
が
あ
る
。
一
首
目

　
　
　
荒
れ
た
山
畑
を
夫
と
協
力
し
開
拓
し
た
よ
ろ
こ
び
、

　
　
　
そ
し
て
汗
ば
ん
だ
肌
に
初
夏
の
風
が
心
地
よ
い
。
二

　
　
　
首
目
病
後
の
夫
は
早
朝
の
散
歩
を
す
る
。
朝
食
を
と

　
　
　
る
顔
色
の
良
く
な
っ
た
夫
を
み
つ
め
て
よ
ろ
こ
び
と

　
　
　
共
に
安
堵
す
る
。
三
首
目
、
趣
味
を
生
か
し
豊
か
な

　
　
　
日
々
を
送
る
こ
と
の
出
来
る
人
は
幸
せ
で
あ
る
。
充

　
　
　
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
こ
そ
大
切
で
あ
る
。

珊
股
兵
三
選

家
々
の
西
日
遮
ぎ
る
簾
吊
る

明
暗
を
ど
こ
に
ま
さ
ぐ
る
蝸
牛

合
歎
の
花
の
ピ
ン
ク
の
扇
開
き
け
り

早
朝
に
山
鳩
の
声
遠
く
よ
り

と
う
や
く

十
薬
の
花
白
か
り
し
友
の
病
む

　
　
　
し
め

地
祭
の
注
連
濡
れ
て
お
り
夏
の
露

　
　
　
◎
九
月
例
会
は
、

　
　
　
央
公
民
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
題
　
野
分
、
芒
、
鰯
雲
で
す
。

㍉
∴
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俳
　
　
壇

贈
ら
れ
し
日
傘
を
さ
し
て
通
院
す
　
　
青
木
　
良
子

　
　
　
嗣
体
調
を
崩
し
病
院
に
通
う
の
で
あ
る
が
、
い
た
わ

　
　
　
　
り
贈
ら
れ
た
日
傘
を
か
ざ
し
て
の
通
院
で
あ
る
。

黒
髪
に
蛍
火
ふ
れ
て
光
る
か
な
　
　
　
山
家
　
弘
子

　
　
　
㈱
黒
髪
だ
け
に
恋
人
の
様
な
感
じ
が
す
る
。
最
近
急

　
　
　
　
速
に
佳
旬
を
つ
く
ら
れ
る
新
人
の
作
家
ら
し
く
、

　
　
　
　
新
鮮
な
句
で
あ
る
。

舞
扇
の
さ
ん
さ
し
ぐ
れ
や
伊
達
偲
ぶ
　
川
村
　
静
恵

　
　
　
飼
政
宗
公
を
偲
び
つ
つ
舞
う
さ
ん
さ
し
ぐ
れ
。
扇
が

　
　
　
　
踊
り
の
雰
囲
気
を
一
層
高
め
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
器
に
冷
し
そ
う
め
ん
大
盛
り
に
高
橋
和
歌
子

　
　
　
　
　
さ
え
篤
　
　
す
だ
れ

石近岡佐佐
沢内崎藤藤

敏キ澄周善
子ヨ子子夫

　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

九
月
二
十
七
日
十
二
時
半
よ
り
中

「わたしたちの学校」

　　　　武田　ゆかり（白川小5年甲
黛
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■白石市職員募集

　昭和63年4月に採用する市職員

を募集します。

》職種及び採用予定人員

〔上級・一般事務〕若干名

〔初級・一般事務〕若干名

〉職務内容　　（上級・初級）

　市役所各課に勤務し、行政事務

　に従事する。

＞受験資格

〔上級〕昭和39年4月2日から昭

　和41年4月1日までに生まれた

　者で・大学卒業以上の者または

　卒業見込みの者

〔初級〕昭和41年4月2日から昭

　和45年4月1日までに生まれた

　者で、短大及び高校卒業者また

　は卒業見込みの者

〉試験場　白石市大手町1番1号

　　　　　白石市役所
〉試験日時・種目

〔上鋤

（第一次試験）

●日時10月4日（日）

　　　　午前10時～午後4時

●試験種目　教養試験・専門試験

　　　　　作文試験

（第二次試験）

●実施時期　11月上旬

●試験種目　口述試験・身体検査

　　　　　身上調査

〔初級〕

（第一次試験）

●日時11月8日（日）

　　　　午前10時～午後2時

●試験種目　教養試験・作文試験

（第二次試験）

●実施時期　12月上旬

●試験種目　口述試験・身体検査

　　　　　　身上調査

＞受験手続き　受験申込用紙は、

　自石市役所秘書企画課人事係に

　用意された用紙を使用し、所要

事項を記入して提出してください。

〉申込受付期間

〔上級1

昭和62年9月1日（火）～9月14日（月）

匡初級〕

　昭和62年9月1日（火）～10月9日（金〉

※郵送の場合は最終日の消印有効

＞申込受付時閻

平日は、午前8時30分から午後

　5時まで。土曜日は正午まで。

》その他

　●受験手続き、その他受験に関

する問い合わせは、自石市役所

秘書企画課人事係（白石市大手

町1番1号）費25－2111（内線

331・332）へ。

　●受験申込用紙の請求を郵便で

行う場合は、あて先明記の返信

　用封筒（大学ノートの入る大き

　さ、120円切手貼付）を同封し

　てください。

†～～～～～～一～～一［～～膏”

i～働く婦人の家～i

Z　　　　　　　　　　　Z
z■染色数室　　　　　　l
l　手づくりタイムが楽しくはずむ！

1藍染をしてみませんか。　　　　l
l．日時9月18日㈹1・：・・一15二・・l

Z　　　　　　　　　　　Z
l・内容藍染し劇の胸あてエプl

Z　　ロン製作　　　　　！
1●材料代　2，300円くらい　　　　！

Z　　　　　　　　　　　Z
z●受講料無料　　　l
l●定員　20名　　　　　　　　　！

！●持参するもの　メリケン針、手！

！　ばさみ、小筆、ゴム手袋、20番か！

l　　　　　　　　　　　ZZ　30番のカタン糸（白）（見本有り）l

z■陶工芸教室　　　　　　　　　！

1　一握りの粘土に夢を求めてみまl
！　せんか。男性も参加できます！！

Z　　　　　　　　　　l
l●購9月24日（村09月30日（唖

1　の二日間　10：00～12130　　　！

Z●内容　中鉢（うつわ）高台付　！
1●材料代　実費個人負担　　　　！

！．受講料無料　　　l
Z　　　　　　　　　　l
Z●対象と定員　男女20名程度　　l

l詳しくは働く婦人の家25－5095　！
ア’～N～～一～～～～～～～～’サ”

圏仙南地域広域行政

　　事務組合職員募集

レ採用予定人員　消防（初級）

　　　　　　　男子若干名

〉受験資格　昭和42年4月2日か

　ら昭和45年4月1日までに生ま

　れた者で、学校教育法による高

　等学校を卒業した者または卒業

　見込みの者（短大を除く）。

〉申込受付期聞　昭和62年9月28

　日（月）から昭和62年10月9日㈹

レ試験日時及び場所

　昭和62年11月8日（日）午前10時

　仙南地域広域行政事務組合

　　　総合庁舎　3階議事堂

　（大河原町字新青川1－1）

〉申込み方法　仙南地域広域行政

　事務組合総務課から所定の申込

　用紙の交付を受け、お申し込み

　ください。

※詳しくは、仙南地域広域行政事

務組合総務課魯0224－52－2628へ。

■白川公民館常直者募集

　市教育委員会では、自川公民館

の常直者を募集しています。

〉募隻人員　1名（1家族）

レ職務　職員の勤務時間外におけ

　　　る館の維才寺管理等

なお詳しくは、市教育委員会社会

教育係費25－2111内線411・412へ

■在宅重度心身障害者（児）

　　　　ドライブ招待募集

　社団法人宮城県身体障害者交通

安全友の会臼石支部では、福祉バ

スを利用して在宅心身障害者睨）の

みなさんと保養をかねたドライブ

を行います。気軽にご参加ください。

》日時　9月20日（日）午前9時出発

》集合場所

〉募集人員

〉参加方法

自石市役所前

10組

心身障害者呪）本人と

家族付き添い者

〉コース　初秋の蔵王と蔵王温泉

レ申込み　9月10日まで交通安全

　友の会臼石支部長・本多保一宅

　容25－9488へお申込みください。

！5

閣日曜地学会参加者募集

　秋の一日、大自然に親しみなが

ら、地学にふれてみませんか。

　小原温泉の遊歩道に面した露頭

から、オパールや玉ずいなどの鉱

物採集を行います。お誘いあわせ

のうえ、ご参加ください。

レ日時10月4日　11時5分～

〉隻合場所　小久保平バス停

〉持ち物　ハンマー・タガネ・ビ

　　ニール袋・古新聞（二日分）

　　フィルムケース・弁当・地形

　　図痛白石南部
〉参加費　100円

　　（小雨の場合は決行）

〉主催　地学団体研究会仙台支部

医後援　自石市教育委員会

詳しくは、2，29－2009小関まで

■自然の景観を盆上に！

　　「盆景」受講者募集

　美しい風土に恵まれた私たちは

自然を愛し、描写し、再現する様

々な芸術を発展させてきました。

「盆景」も盆画、盆石、盆栽、生

花、庭園などと同様に、自然の美

を表現しようとする芸術です。

〉募集人員　20名

〉講習期問　10月～2月（5回）

〉経費　初回3，000円2回以降4，0

　00円～5，000円（材料代等を含む）

〉講師　日本盆景会公認巖芳流盆

　　　　景、盆景友の会々員

〉主催　白石市中央公民館

レ申込締切日　9月12日ω

※詳しくは魯24－5377または26－

　2453へ。

■第2回青年ロツクコンサート

“pRICE　OF　YOUTH”という市内

　に住む青年ロッタバンドによるコ

　ンサートで、7月に第1回を開催

　し、新聞にも掲載され、好評盛会

　を博しています。

　　ぜひ、ご来場ください。

〉日時　9月27日（日）午後1時

〉会場　白石市中央公民館大ホール

〉出演者“PRICEOF　YOUTH”に

　属する市内6ロツクバンド

〉入場料　300円

〉主催　PRlCE　OFYOUTH　KIDS，

白石市中央公民館、市教育委員会
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．★厚いよいよ秋”

箋　読書が楽しい季節です

　　教養書から実用書、幼児が楽し

●…む絵本など、さまざまな本がみな

i。さんを待つています。

・i　ご家族そろつてご利用ください

萎★日曜日も開館しています。

i●開館時間　午前10時～午後4時

嚢　（平日は午前9時～午後4時55分）

嚢　静かに勉強、読書のできる閲覧

碧　室もあります。

ま。★『手づくり絵本』作品募隻

蓋　宮城県図書館では手づくり絵本

聾を募集しています。”世界で、た

　った一冊の「あなたの絵本」”を

　作ってお送りください。

　　ことしは宮城県全域から集まつ

iiた作品を白石市図書館でも展示い

iiたします。

菱〉11月20日圃～11月22日（日）

壽　市内の多くの方々のご出品をお

…・待ちしています。

釜●作品の送り先・応募締切り

　　宮城県図書館奉仕課（悪983仙台

　　市榴ケ岡5）へ9月30日（水）まで

ii　または白石市図書館へ9月25日

嚢嚇でお送りください。

★9月の特集

　「豊かな老後を過ごすには」

　　9月15日は「敬老の日」

　長い老後をどう過ごすか、平均

寿命が長くなつた今、何かと話題

になります。老後について一人ひ

とりが真剣に考える時代がきてい

ます。

　さまざまな分野から参考になる

本を選んでみました。お年寄りの

食事、健康、暮らし、年金、スポ

ーツ、ボランティア活動、高齢化

社会についての本など

●子ども室では

　　「昆虫の世界」特集

　世界のさまざまな虫についての

図鑑、記録書、絵本や童話などを

用意しています。

★9月の休館日と

　特別休館日のお知らせ

　9月15日・9月23日　（祝日）

　9月30日（水）（月末の館内整理）

　10月1日（荊～10月10日（」り

　（本の整理と虫干しのため休館）

※10月11日より平常に開館します。

図書館奮26－3004
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魯盆5尋2亘鑑匂1』（代表》、 、泊看市求手町1番江考

題9月1田より
　　　　福祉；ハスを運行

　福祉団体等の事業研修における

交通の利便を図るために、市から

の助成と福祉団体等の賛助拠出金

により、福祉バス（29人乗りマイ

クロバス）を配備して9月1日よ

り運行することになりました。

※利用申込み等について、詳しく

は社会福祉協議会奮25－2111（内線

158）にお問い合わせください。

　一自石市社会福祉協議会一

図就業別構造基本調査の
　　　　　　　実施について

　総務庁統計局では、昭和62年

10月1日現在で、就業構造基本調

査を実施します。この調査は、国

民の皆さんの就業・不就業などの

実態を把握して、雇用対策などの

行政の基礎資料となる統計を作る

ために全国的規模で行われるもの

です。

　調査のために、臼石市では、約

130世帯が統計的な手法によって

選ばれます。選ばれた世帯には、

9月下旬に、知事から任命された

調査員がお伺いしますので、ご協

力をお願いします。

戦下水道　きれいな町の
　　　　　　　ゆめつくり

●9月10日は全国下水道促進デー●

　わたしたちの生活や産業活動で

生じる汚水は、美しい自然や生活

環境を破壊する元凶となっていま

す。この汚水を集めて処理し、河

川や海に流す下水道は快適で豊か

な暮らしを維持していくのに欠か

せないものとなっています。

　9月10日は全国下水道促進デー。

下水道の果たす役割を改めて考え

ましょう。

i今月肝樋受益童鰯し

騰課糊灘，’1

圏’87未来の東北博市町村テー

　「白石市1の開催について

　連日、盛況の東北博会場におい

て、市町村デー「白石市」が次に

より開催されます。

　応援方々、東北博をご覧いただ

きたくご案内いたします。

＞期日　昭和62年9月21日（月）

》会場　東北博会場内みやぎ館

〉内容

〔地場産品の展示即売〕9：30～

o弥治郎こけし・玩具，蔵王わさ

　び，白石う一めん，白石和紙

〔郷土芸能〕11：20～

（1）団七踊り

（2）鷹巣神明大神楽

（3）大町大神楽

（引坂谷神楽

（5）白石奴踊り

〔地場産品の展示即売・名所旧跡

の紹介（ビデオ）〕13二〇〇～

〔郷土芸能〕（午前と同じ）14：00～

晒 みやぎ手帳、を

　　　　あっせんします

　宮城県民のためにつくられ、県

下で広く利用され、信頼されてい

る昭和63年度版「みやぎ手帳」（領

価1冊1ポケット版350円，大型版

500円）をあっせんいたします。

　ご希望の方は、白石市役所秘書

企画課費25－2111（内線333），または

各事務連絡所へ9月30日までお申

し込みください。

園第2回社会奉仕の日の
　　　　　実施について

　全国の老人クラブの提携で、昨

年から「社会奉仕の日」を設定し

奉仕活動を実施しています。

　ことしも本市老人クラブ連合会

では、9月20日を中心に市内72単

位老人クラブ会員が社会の浄操活

動として各々の企画で奉仕活動を

行います。

　当日、お年寄りの方々が除草、

清掃等をしている姿をみかけたら

ねぎらいの声をかけましょう

　一社会福祉事務所一

厚マッサージ無料奉仕の

　　　　　　ご案内

　社団法人宮城県針・灸マッサー

ジ師会白石支会（会長・宍戸良助

氏）会員10名によるマッサージの

無料奉仕が次により実施されます。

　なお、当日は老人福祉センター

趣昧の会で舞踊を楽しんでおられ

る方々の学習会があります。マッ

サージの待ち時間に、ぜひご鑑賞

ください。

〉日時　9月15日（火）午後1時～4時

＞場所　白石市老人福祉センター

　　　　（大広間）

レ対象　市内に居住する65歳以上

　　　のお年寄り）

〉舞踊プログラム　当日配布

　一白石市社会福祉協議会一

17　　★第3回小さな肇見切運動クリーン作戦展開が一般の方もふるってこ参加くたさい．
　　　　　　　　㊥日時　　9月2〔旧旧 午前9時　　⑪場所　市民会館前鯉とのふれあ1．・の道

陥　＝F唇一ロー耳　一監鵡一＝尋1＝』肛降藍一漏一豊一臣一㎝｛一強＝一・＝畳・＝一〇一6＝一監一竃明嬬《一ηこン．＝＿ず二、、＝＿、＿．罠

1ε31回魏）留団駐圖鳳
1　　　マ⇔り診誌自隅9辱ヨ㈱《囎會喰8
u
1国立南蔵王青少年野営場（ジヤ

　ンボリー跡地）を主会場として3

　km、5km、10km、20km、ヘルスパ

　イオニアコース約5kmなどに健脚

　　　　　　　　ナ

‡

日（日）10時半、11時となっています。

　なお』当日は、午前10時から交通

が規制されますので、早めにご来

土易ください。

〉主催　白石市、自石市体育協会

蔵王高原マラソンコース・交通規制図
　　　　　　　竪　スタードゴール至遠刈騰泉
　　　　　　　　　合　

　
　
野
営
場

南
蔵
王
青
少
年

至白石スキー場

　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫
　　　　　　　　　　　　　　　　蔵王分校至弥治朗

　　　　20㎞折返し点

っ　。　　　　　　　9月6日（日）
至七ヶ宿不忘分校　　　　　　　　　10時～14時
　　　　　　　　　　　欝至川原子　　　　　　　　　　交通規制区問

．、　墨＿鵡＿＿　．、＿＿コ
　　　　乳幼児・重度心身障害者及び母子家庭
　　　　　　　　　　　　医療費受給者証の更新について

　みなさんが、現在使用している

乳幼児・重度心身障害者及び母子

家庭医療費受給者証の有効期間は

昭和62年9月30日までとなってお

ります。次の日程により更新の手

続きをしてください。

《手続きに必要なもの》

　○印かん　○現在使用している

　乳幼児・重度心身障害者及び母

◎手続きの日程

　　　　　　　　　　　　至三本木
　旧㎞折返し点

　　　　　　　　至大網

　　　　・鎌先

　子家庭医療費受給者証　○健康

　保険者証（乳幼児は社保、重度

　・母子は社保・国保）○源泉徴

　収票（61年分）又は所得証明書な

　お所得証明の場合はあらかじめ

　市税務課から交付を受け準備し

　てください。

※詳しくは、社会福祉事務所・福

祉係雪25－2111内線156までお問

い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　叫＝＝喧、
　　　　　　　　　　　　　　ll
　　　　　　　　　　　　　　lI

　　　　　　　　　　　　　　セ

白石市観光協会、白石商工会議1

　所、臼石市農業協同組合　　　1

＞実施機関　みやぎ蔵王高原マラIl

　　　　　　　　　　　　　　町
　ソン実行委員会

詳しく畑n内融1

　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　旨

■乳幼児・母子医療費
　　所得制限基準額表

扶養親族等の数所得客頁

0人

王入

2人

3人

4人

　モ　
2，148

2，438

2，728

3，018

3，308

地　区　名 月　日 土
寸 間 △

筑

養繊等の数

5人

6人

7人

8人

所得額

　モドコ
3，598

3，888

4，178

4，468

臼石・大平・福岡

ウ

越　　　河

斎　　　川

白　　　川

大　鷹　沢

小　　　原

9月14日

17日

18日

16日

〃

ク

〃

19日

9＝00～16：00

〃

ウ

9：00～12：00

13；00～16：00

9：00～12：00

13：00～16：00

9：00～12：00

場

市役所第H会議室（2階）

〃

越河事務連絡所

斎川　　〃

自川　　〃

大鷹沢　〃

小原　　〃

㊧重度心身障害者医療費
　　所得制限基準額表

扶養親族

等の数

0人

1
2
3
4
5

本人所得

　　丁■円
2，055

2，385

2，715

3，045

3，375

3，705

父
　
得

の
は
所

人
又
の

本
　
母
　　丁・III
3，044

3，374

3、704

4，034

4，364

4，694

本人の配偶者ある

いは同一世帯内

の扶養義務者所得

　　臼『15，688

5、937

6，150

6，363

6，576

6，789

☆今月の納税は、固定資産税の第3期分です　納期内に納めましょう．．ρ ノ6
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饗盆，1、，

　　　　　　　戸 署 畢

休日急患
月　日

9／6
13

15

20

23

27

10／4

内 斗禾

広瀬医院125〉0238
三～甫クリニック　（25）6854

亘理医院㈲8501
柿崎医院（25）2210
大沼医院（25）2502
広瀬医院（25）0238
三著甫クリニッグ　（2516854

当番医
外 科

刈田病院（劉2145
朝倉病院⑫5）2101
宮城医院㈲2062
加藤伏）医院（％）2653

堤医院（25）1181
斎藤医院（25）1222
刈田病院（器）2145

綴
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

　　白石・登別スポーツ交流
　姉妹都市である登別市から小・
中学生9名編成の柔・剣道チームが

来臼し、臼高体育館で熱戦が展開
され剣道は一勝一敗、柔道は二敗
でした。大会の後、登別市の子ど
もたちは、臼石チームの子どもた
ちの家に一泊し交流を深めました。

　　絵姶　　ジ
　　し
つ
・儲マ零

※都合により変更になる場合もあります。

　　　　定　例　相 談

国立南蔵王青少年野営場オープン

　去る7月31日、ジャンボリー会
場跡地に建設されていた野営場が
関係者多数を集めてオープンしま
した。初級から上級までのキャン
プサイトがあり、全国でも初めて
の施設です。使用料は無料となっ
ていますのでご利用ください。

臨濁i讐
マチ響壷墨鼠饗、ゴ』…ノ『

蹟飾繭趨
．灘艶嚇鯉

　　大鷹沢中校歌碑除幕す

　8月15日、大鷹沢中学校におい
て、地区民や生徒150人が参加し
閉校式が行われ、校歌を刻んだ石
碑の除幕をしました。40年の歴史
ある大鷹沢中は来年3月閉校し、
新たに東中学校として歴史を刻ん
で1、毒くことになります。

　　　圏人口の動き　8月1日現在

（9月分）

穏談籔分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

捕聴器巡回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

青少年
相　　談

梅談禰

16

16

16

16

5・25

16

16

　
　
金

16

週
嘘

　
毎
月

リオン

10・29

ニホン
18

16

16

9

　
　
金

6
　
木

－
週
応

　
毎
跡

時　醐

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

9：30～

　15：00

10：30～

　15：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10：00～

　15：00

10100～

　15：00

10二〇〇～

　15：00

9：00～

　17：00

塒　所

白石市役所
1階市民室

自石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

自石市役所2階

第2会議室
自石市役所1階
消費生活相談室

白石市役所3階

第3会議室

臼石市役所2階

第2会議室

臼石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

臼石市役所2階

第2会議室

臼石市役所4階

第4会議室
自石市役所3階

第3会議室
自石市役所4階
青：少年相談

　　センター

輿　・察

市行政に対する質問、

要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続、
借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人間関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

人口42，464人男20。838人女21，626人世帯11，6ア1戸 18F
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